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(57)【要約】
　次の成分：（Ａ）成分Ａとして少なくとも１つのＮ－アシルアミノ酸界面活性剤、（Ｂ
）成分Ｂとして少なくとも１つのＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミン、（Ｃ）成分Ｃとし
て少なくとも１つのＣ８～Ｃ２２脂肪酸または脂肪酸塩、（Ｄ）成分Ｄとして少なくとも
１つの油性物質、（Ｅ）任意選択で、成分Ｅとして少なくとも１つのアシルイセチオン酸
塩、（Ｆ）任意選択で、成分Ｆとして少なくとも１つの陰イオンスルホン化界面活性剤、
（Ｇ）任意選択で、成分Ｇとして少なくとも１つのベタイン界面活性剤、（Ｈ）任意選択
で、成分Ｈとして少なくとも１つの添加剤、および（Ｉ）水を含有する組成物は、化粧、
皮膚科学、および医薬用途に適している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）成分Ａとして少なくとも１種のＮ－アシルアミノ酸界面活性剤、
（Ｂ）成分Ｂとして少なくとも１種のＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミン、
（Ｃ）成分Ｃとして少なくとも１種のＣ８～Ｃ２２脂肪酸または脂肪酸塩、
（Ｄ）成分Ｄとして少なくとも１種の油性物質、
（Ｅ）任意選択で、成分Ｅとして少なくとも１種のアシルイセチオン酸塩、
（Ｆ）任意選択で、成分Ｆとして少なくとも１種の陰イオンスルホン化界面活性剤、
（Ｇ）任意選択で、成分Ｇとして少なくとも１種のベタイン界面活性剤、
（Ｈ）任意選択で、成分Ｈとして少なくとも１種の添加剤、および
（Ｉ）水
を含有する組成物。
【請求項２】
（Ａ）成分Ａとして少なくとも１種のＮ－アシルアミノ酸界面活性剤、
（Ｂ）成分Ｂとして少なくとも１種のＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミン、
（Ｃ）成分Ｃとして少なくとも１種のＣ１２～Ｃ２２脂肪酸または脂肪酸塩、
（Ｄ）成分Ｄとして少なくとも１種の油性物質、
（Ｅ）成分Ｅとして少なくとも１種のアシルイセチオン酸塩、
（Ｆ）任意選択で、成分Ｆとして少なくとも１種の陰イオンスルホン化界面活性剤、
（Ｇ）任意選択で、成分Ｇとして少なくとも１種のベタイン界面活性剤、
（Ｈ）任意選択で、成分Ｈとして少なくとも１種の添加剤、および
（Ｉ）水
を含有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
（Ａ）１～１０重量％の成分Ａ、
（Ｂ）０．５～１０重量％の成分Ｂ、
（Ｃ）０．５～５．０重量％の成分Ｃ、
（Ｄ）０．５～８．０重量％の成分Ｄ、
（Ｅ）０～５．０重量％の成分Ｅ、
（Ｆ）０～１０重量％の成分Ｆ、
（Ｇ）０～５重量％の成分Ｇ、
（Ｈ）０～１５重量％の１種または複数種の添加剤Ｈ、および
（Ｉ）７４～９８重量％の水、
からなり、成分Ａ～Ｉの合計が１００重量％である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
（Ａ）１～１０重量％の成分Ａ、
（Ｂ）０．５～１０重量％の成分Ｂ、
（Ｃ）０．５～５．０重量％の成分Ｃ、
（Ｄ）０．５～８．０重量％の成分Ｄ、
（Ｅ）０．５～５．０重量％までの成分Ｅ、
（Ｆ）０～１０重量％の成分Ｆ、
（Ｇ）０～５重量％の成分Ｇ、
（Ｈ）０～１５重量％の１種または複数種の添加剤Ｈ、および
（Ｉ）７４～９７．５重量％の水、
からなり、成分Ａ～Ｉの合計が１００重量％である、請求項２に記載の組成物。
【請求項５】
（Ａ）１～６．０重量％の成分Ａ、
（Ｂ）１～５．０重量％の成分Ｂ、
（Ｃ）１～４．０重量％の成分Ｃ、
（Ｄ）１～５．０重量％の成分Ｄ、
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（Ｅ）０．５～２．０重量％までの成分Ｅ、
（Ｆ）１～５重量％の成分Ｆ、
（Ｇ）０．５～３重量％の成分Ｇ、
（Ｈ）５～１０重量％の１種または複数種の添加剤Ｈ、
（Ｉ）４０～８９重量％の水、
からなり、成分Ａ～Ｉの合計が１００重量％である、請求項１～４のいずれか一つに記載
の組成物。
【請求項６】
成分Ａが少なくとも１種のＣ８～Ｃ２２－アシル化アミノ酸からなることを特徴とする、
請求項１～５のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項７】
成分Ａが、アシルグリシネート、アシルアスパルテート、アシルグルタメート、アシルサ
ルコシネート、それらの塩およびそれらの混合物からなる群から選択されることを特徴と
する、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
成分Ｂが、１種または複数種のＣ８～Ｃ２２Ｎ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンからなる
ことを特徴とする、請求項１～７のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項９】
成分Ｂが、少なくとも１種のＣ１２～Ｃ１８Ｎ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンからなる
ことを特徴とする、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
成分Ｃが、ラウリン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、それらの塩またはそれらの混合物
からなることを特徴とする、請求項１～９のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項１１】
成分Ｄが、トリグリセリド油、エステル油、炭化水素油およびシリコーン油の群からの１
種の油性物質、またはその群からの油性物質の混合物からなることを特徴とする、請求項
１～１０のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項１２】
成分Ｄが、トリグリセリド油の群からの１種の油性物質、またはその群からの油性物質の
混合物からなることを特徴とする、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
成分Ｅが含有されており、ラウロイルイセチオン酸ナトリウム、ココイルイセチオン酸ナ
トリウムまたはそれらの混合物からなることを特徴とする、請求項１～１２のいずれか一
つに記載の組成物。
【請求項１４】
成分Ｆが含有されており、ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ミレス硫酸ナトリウム、ラ
ウリル硫酸ナトリウム、ココイル硫酸ナトリウムまたはそれらの混合物からなることを特
徴とする、請求項１～１３のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項１５】
組成物が成分Ｆを含まないことを特徴とする、請求項１～１３のいずれか一つに記載の組
成物。
【請求項１６】
成分Ｇが含有されており、コカミドプロピルベタイン、ラウラミドプロピルベタイン、コ
コベタインまたはそれらの混合物からなることを特徴とする、請求項１～１５のいずれか
一つに記載の組成物。
【請求項１７】
保存料、香料、染料、成分Ａ～Ｇの定義に入らない他の界面活性剤、カチオン性ポリマー
、被膜形成剤、増粘剤およびゲル化剤、過脂剤、抗菌活性物質および生体活性物質、保湿
剤、安定剤、酸、アルカリ液ならびに活性増強剤（Ｗｉｒｋｖｅｒｓｔａｅｒｋｅｒｎ）
からなる群から選択される１種または複数種の添加剤（Ｈ）が含有されていることを特徴
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とする、請求項１～１６のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項１８】
成分Ａ～Ｈの合計が１０～３０重量％であることを特徴とする、請求項１～１７のいずれ
か一つに記載の組成物。
【請求項１９】
組成物が、化粧品用、皮膚科学用または医薬用組成物であることを特徴とする、請求項１
～１８のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項２０】
請求項１～１９のいずれか一つに記載の組成物の、シャンプー、洗顔料、シャワージェル
（Ｄｕｓｃｈｂａｄ）またはシャワークリームとしての使用。
【請求項２１】
請求項１～１９のいずれか一つに記載の組成物の、皮膚、毛髪あるいは皮膚および毛髪を
処置またはケアするための使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油性物質、脂肪酸、アミノ酸界面活性剤、およびＮ－メチル－Ｎ－アシルグ
ルカミンを含有する組成物に関する。さらに、本発明は、皮膚または毛髪を処置またはケ
アするための、例えば、シャンプー、洗顔料、液体クレンザーまたはシャワージェル（Ｄ
ｕｓｃｈｂａｄ）としての組成物の使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化粧品・洗剤分野での液体製品の製造は、絶えず増大している。特に、ボディ洗浄料分
野では、ここ数年にいちだんと重要性が増したのは、液体組成物、例えば、ヘアシャンプ
ー、フォームバス、およびシャワージェルである。
【０００３】
　そのような組成物は、水および界面活性剤のほかに、油性物質、例えば、天然油または
パラフィンを含有することがよくある。それにより、脂肪酸との組み合わせで心地よい肌
触りが生じる。しかしながら、とりわけ脂肪酸と組み合わせた油性物質は、適した界面活
性剤系の開発に向けた課題である。
【０００４】
　良好な界面活性剤配合物の前提条件は、良好な保存安定性である。組成物は、温度変化
に際して、濁ったりまたは沈殿を形成したりしてはならず、それぞれの使用目的に適合可
能な粘度を有することが望ましい。さらに、配合物の粘度プロファイルは、周囲温度に依
らず調合物が取り扱い易いように、広い温度範囲にわたって一定となるべきである。それ
ゆえ、粘度は、品質基準である。粘度の程度は、界面活性剤系、電解質添加物、さらには
界面活性剤調合物の油性物質含有量にも依存する。界面活性剤を含有する調合物に油性物
質を加えると、一般的には、粘度が劇的に降下する。十分な安定性を達成するために、事
実上、増粘ポリマー、例えば、ポリアクリレート、キサンタンガム、またはヒドロキシプ
ロピルデンプンリン酸ナトリウムのようなデンプン誘導体を加えて増粘させなくてはなら
ないエマルションが形成される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ＷＯ９２／０６１５８
【特許文献２】ＷＯ９２／０６１６２
【特許文献３】ＷＯ９８／５６４９６
【特許文献４】ＥＰ－Ａ０２８５７６８
【特許文献５】ＥＰ０５５０６３７
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　それゆえ、本発明の課題は、より安定なエマルションを生じ、増粘ポリマーの必要量を
低下させ、より温度安定な配合物を可能にする、改善された油含有組成物を提供すること
にある。
【０００７】
　Ｎ－ポリヒドロキシアルキル脂肪酸アミドの、化粧品組成物および洗剤中での使用は公
知である。
【０００８】
　ＷＯ９２／０６１５８（特許文献１）およびＷＯ９２／０６１６２（特許文献２）では
、Ｃ１２－およびＣ１４－アシル基を有するＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミン、ならび
に脂肪酸エーテル硫酸塩または脂肪酸硫酸塩が、食器用洗剤および洗浄剤中で使用するた
めに記載されている。
【０００９】
　ＷＯ９８／５６４９６（特許文献３）は、改善された泡安定性を有する界面活性剤組成
物に関する。この界面活性剤組成物は、（ａ）およそ１～およそ４０重量％の糖界面活性
剤、（ｂ）およそ１～およそ４０重量％の陰イオン界面活性剤、（ｃ）およそ０．１１～
およそ１０重量％のアンホ酢酸塩、および（ｄ）水を含有し、ただし、重量データは、組
成物の重量に対する。
【００１０】
　ＥＰ－Ａ０２８５７６８（特許文献４）では、液状水性界面活性剤系用の増粘剤として
のＮ－ポリヒドロキシアルキル脂肪酸アミドの使用が記載されている。
【００１１】
　前記文書のいずれからも、特定のさらなる界面活性剤と組み合わせたＮ－メチル－Ｎ－
アシルグルカミンが、とりわけ油性物質および脂肪酸を含有する組成物中での使用に適し
ていることは導き出せない。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　油性物質および脂肪酸に加えて、アミノ酸界面活性剤とグルカミドとの組み合わせを含
有する組成物が前記の課題を解決することが今や見出された。
【００１３】
　それによると、
（Ａ）成分Ａとして少なくとも１つのＮ－アシルアミノ酸界面活性剤、
（Ｂ）成分Ｂとして少なくとも１つのＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミン、
（Ｃ）成分Ｃとして少なくとも１つのＣ８～Ｃ２２脂肪酸または脂肪酸塩、
（Ｄ）成分Ｄとして少なくとも１つの油性物質、
（Ｅ）任意選択で、成分Ｅとして少なくとも１つのアシルイセチオン酸塩、
（Ｆ）任意選択で、成分Ｆとして少なくとも１つの陰イオンスルホン化界面活性剤、
（Ｇ）任意選択で、成分Ｇとして少なくとも１つのベタイン界面活性剤、
（Ｈ）場合によっては、成分Ｈとして１つまたは複数の添加剤、および
（Ｉ）水
を含有する組成物が提供される。
【００１４】
　本発明による組成物は、有利には、高温での改善されたエマルション安定性および改善
された粘性挙動、それゆえ改善された保存安定性を有する。
【００１５】
　本発明によると、
（Ａ）成分Ａとして少なくとも１つのＮ－アシルアミノ酸界面活性剤、
（Ｂ）成分Ｂとして少なくとも１つのＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミン、
（Ｃ）成分Ｃとして少なくとも１つのＣ１２～Ｃ２２脂肪酸または脂肪酸塩、
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（Ｄ）成分Ｄとして少なくとも１つの油性物質、
（Ｅ）成分Ｅとして少なくとも１つのアシルイセチオン酸塩、
（Ｆ）任意選択で、成分Ｆとして１つまたは複数の陰イオンスルホン化界面活性剤、
（Ｇ）任意選択で、成分Ｇとして１つまたは複数のベタイン界面活性剤、
（Ｈ）任意選択で、成分Ｈとして１つまたは複数の添加剤、および
（Ｉ）水
を含有する組成物が好ましい。
【００１６】
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分Ｆを含有する組成物も好ましい。
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分Ｇを含有する組成物も好ましい。
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分Ｈを含有する組成物も好ましい。
【００１７】
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分ＥおよびＦを含有する組成物も好ましい。
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分ＥおよびＧを含有する組成物も好ましい。
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分ＥおよびＨを含有する組成物も好ましい。
【００１８】
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分ＦおよびＧを含有する組成物も好ましい。
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分ＦおよびＨを含有する組成物も好ましい。
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分ＧおよびＨを含有する組成物も好ましい。
【００１９】
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分Ｅ、ＦおよびＧを含有する組成物も好ましい。
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分Ｅ、ＦおよびＨを含有する組成物も好ましい。
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分Ｅ、ＧおよびＨを含有する組成物も好ましい。
【００２０】
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分Ｆ、ＧおよびＨを含有する組成物も好ましい。
　成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに加えて成分Ｅ、Ｆ、ＧおよびＨを含有する組成物も好ましい
。
【００２１】
　さらには、
（Ａ）０．５～１０重量％の成分Ａ、
（Ｂ）０．５～１０重量％の成分Ｂ、
（Ｃ）０．５～５．０重量％の成分Ｃ、
（Ｄ）０．５～８．０重量％の成分Ｄ、
（Ｅ）０～８．０重量％までの成分Ｅ、
（Ｆ）０～１０重量％の成分Ｆ、
（Ｇ）０～８重量％の成分Ｇ、
（Ｈ）０～１５重量％の１つまたは複数の添加剤Ｈ、
（Ｉ）７４～９８重量％の水
を含有する組成物が好ましく、ただし、成分Ａ～Ｉの合計は１００重量％である。
【００２２】
　さらには、
（Ａ）１～６．０重量％、好ましくは２．０～４．０重量％までの成分Ａ、
（Ｂ）１～５．０重量％、好ましくは２．０～４．０重量％までの成分Ｂ、
（Ｃ）１～４．０重量％、好ましくは１．５～３．０重量％までの成分Ｃ、
（Ｄ）１～５．０重量％、好ましくは１．５～３．０重量％までの成分Ｄ、
（Ｅ）０または０．５～２．０重量％までの成分Ｅ、
（Ｆ）０または１～５重量％、好ましくは０．５～３．０重量％までの成分Ｆ、
（Ｇ）０または０．５～３重量％の成分Ｇ、
（Ｈ）０または５～１０重量％の１つまたは複数の添加剤Ｈ、および
（Ｉ）４０～９８または４０～８９重量％の水
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【００２３】
　またはとして示される値は、その成分が含有されている場合、好ましい下限を意味する
。水（Ｉ）の場合、「または」の値は、全成分が存在している場合、両限界を意味する。
【００２４】
　すべての前記の組成物に関して、好ましくは成分（Ａ）～（Ｉ）からなるということが
当てはまる。
【００２５】
（Ａ）
　好ましい一実施形態の枠内では、成分（Ａ）のアミノ酸残基が、タンパク質を構成する
アミノ酸、それらのＮ－アルキル化誘導体、それらの混合物、タウリン、およびＮ－メチ
ルタウリンからなる群から選択される。
【００２６】
　好ましい一実施形態の枠内では、成分Ａが、アシルグリシネート（Ａｃｙｌｇｌｙｃｉ
ｎａｔ）、アシルアスパルテート、アシルグルタメート、アシルサルコシネート、または
それらの混合物からなる群から選択される。
【００２７】
　アシルグリシネート、アシルアラニネート、アシルアスパルテート、アシルグルタメー
ト、およびアシルサルコシネート、特に、ナトリウムココイルグリシネート、カリウムコ
コイルグリシネート、ナトリウムラウロイルグリシネート、カリウムラウロイルグリシネ
ート、ナトリウムココイルグルタメート、ナトリウムラウロイルグルタメート、ナトリウ
ムココイルアスパルテート、ナトリウムラウロイルアスパルテート、およびナトリウムラ
ウロイルサルコシネートが好ましい。
【００２８】
　好ましい一実施形態の枠内では、成分Ａが、少なくとも１つのＣ８～Ｃ２２－アシル化
アミノ酸、とりわけそのＮ－アルキル化誘導体からなる。アミノ酸の対応するラウロイル
誘導体またはココイル誘導体が好ましい。
【００２９】
　Ｎａ－アシルグリシネートおよびＫ－アシルグリシネートが特に好ましい。Ｎａ－ココ
イルグリシネートおよびＮａ－ラウロイルグリシネートも、特に好ましい。
【００３０】
　（Ｂ）
　Ｎ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンの他の用語は、Ｎ－メチル－Ｎ－１－デオキシソル
ビトール－脂肪酸アミド、Ｎ－アシル－Ｎ－メチルグルカミン、グルカミド、またはＮ－
メチル－Ｎ－アルキルグルカミドである。
　好ましい実施形態としては、成分（Ｂ）として、飽和または不飽和の、直鎖または分岐
Ｃ８～Ｃ２２アシル残基、好ましくは直鎖の、飽和または不飽和Ｃ１２～Ｃ１８アシル残
基を担持するＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンおよびそれらの混合物（Ｎ－メチル－Ｎ
－１－デオキシソルビチル脂肪酸アミドとしても公知）を使用する。その際、Ｎ－メチル
－Ｎ－アシルグルカミンは式（Ｉ）に対応し、ただし、ＲａはＣ７～Ｃ２１－炭化水素残
基である。
【００３１】
　成分（Ｂ）として、式（Ｉ）のＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンがとりわけ好ましく
、ただし、アシル残基ＲａＣＯが、オクタン酸、デカン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、
パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、またはリノレン酸から誘導され
ている。
式（Ｉ）
【００３２】
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【化１】

【００３３】
　とりわけ好ましくは、Ｃ１２－アシル基、Ｃ１４－アシル基、または不飽和Ｃ１８－ア
シル基を含有するＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンの分率が少なくとも７０重量％であ
り、＜Ｃ１２のアシル基を含有するＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンの分率が３重量％
未満である。
【００３４】
　特に好ましくは、Ｃ１２－アシル基、Ｃ１４－アシル基、または不飽和Ｃ１８－アシル
基を含有するＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンの分率が少なくとも８０重量％であり、
＜Ｃ１２のアシル基を含有するＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンの分率が２重量％未満
である。
【００３５】
　さらなる一実施形態では、Ｃ１２－アシル基またはＣ１４－アシル基を含有するＮ－メ
チル－Ｎ－アシルグルカミンの分率が少なくとも９０重量％であり、＜Ｃ１２のアシル基
を含有するＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンの分率が２重量％未満である。
【００３６】
　それに加えて、本発明により増粘剤として使用されるＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミ
ンは、わずかな分率の、短鎖脂肪酸および／または長鎖脂肪酸から誘導されたＮ－メチル
－Ｎ－アシルグルカミン、とりわけＣ１～Ｃ４－アシル基、Ｃ６－アシル基、Ｃ８－アシ
ル基、Ｃ１０－アシル基、Ｃ１６－アシル基、Ｃ１８－アシル基および／またはＣ２０－
アシル基を含有するようなＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンを含有する。
【００３７】
　好ましいさらなる一実施形態の枠内では、成分Ｂが、Ｎ－メチル－Ｎ－アシルグルカミ
ンの混合物からなり、ただし、少なくとも８０重量％のＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミ
ンが、飽和または不飽和のＣ１６－アシル残基またはＣ１８－アシル残基を有する。例を
挙げると、混合物中には、Ｃ１４－アシル残基を有するＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミ
ンも存在してよいが、その際少なくとも８０重量％のＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミン
が、飽和または不飽和のＣ１６－アシル残基またはＣ１８－アシル残基を有する。好まし
くは、成分Ｃが、Ｎ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンの混合物からなり、ただし、少なく
とも９０重量％のＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンが、飽和または不飽和のＣ１６－ア
シル残基またはＣ１８－アシル残基を有する。
【００３８】
　（Ｃ）
　成分（Ｃ）の脂肪酸は、好ましくは８～２２個のＣ原子を有する、好ましくは天然脂肪
酸、例えば、オクタン酸、デカン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステア
リン酸およびベヘン酸、およびそれらの混合物、ならびにそれらのアルカリ塩、例えばス
テアリン酸ナトリウム、パルミチン酸ナトリウム、ラウリル酸ナトリウム、ミリスチン酸
ナトリウム、ベヘン酸ナトリウム、ステアリン酸カリウム、パルミチン酸カリウム、ミリ
スチン酸ナトリウム、ヒドロキシ脂肪酸、例えば、１２－ヒドロキシステアリン酸、また
は１６－ヒドロキシヘキサデカノイル酸およびそれらの塩である。ラウリン酸、ステアリ
ン酸、ならびにそれらの混合物および塩が好ましい。脂肪酸は、一般的には、組成物に、
保脂力のある（ｒｕｅｃｋｆｅｔｔｅｎｄ）および保護力のある（ｐｆｌｅｇｅｎｄ）肌
触りを付与するために使用される。
【００３９】
　（Ｄ）
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　成分（Ｄ）としての油性物質は、有利には、天然および合成脂肪物質、好ましくはトリ
グリセリド、Ｃ数の少ないアルコール、例えばイソプロパノール、プロピレングリコール
もしくはグリセロールと脂肪酸のエステル、またはＣ数の少ないアルカン酸と脂肪アルコ
ールのエステル、もしくは脂肪酸と脂肪アルコールのエステルの群、あるいは安息香酸ア
ルキル、ならびに天然または合成炭化水素油、およびシリコーン油の群から選択すること
ができる。
【００４０】
　ヒマワリ油および大豆油のようなトリグリセリド油が特に好ましく、ペトロラタム（ワ
セリン）も同じく特に好ましい。
【００４１】
　好ましくは、直鎖または分岐、飽和または不飽和、場合によってはヒドロキシル化され
たＣ８～Ｃ３０－脂肪酸のトリグリセリド、とりわけ植物油、例えば、ヒマワリ油、コー
ン油、大豆油、米油、ホホバ油、ババス油、カボチャ油、ブドウ種子油、ゴマ油、クルミ
油、アンズ油、オレンジ油、小麦胚芽油、桃仁油、マカダミア油、アボカド油、甘扁桃油
、花種漬花油、ヒマシ油、オリーブ油、ピーナッツ油、ナタネ油、およびヤシ油、ならび
に合成トリグリセリド油、例えば、市販製品Ｍｙｒｉｔｏｌ（登録商標）３１８が考慮に
値する。硬化トリグリセリドも本発明によると好ましい。動物由来の油、例えば、牛脂、
ペルヒドロスクアレン、ラノリンも使用可能である。
【００４２】
　さらに本発明によると好ましい油性物質は、直鎖または分岐Ｃ８－２２－アルカノール
の安息香酸エステル、例えば、市販製品Ｆｉｎｓｏｌｖ（登録商標）ＳＢ（安息香酸イソ
ステアリル）、Ｆｉｎｓｏｌｖ（登録商標）ＴＮ（Ｃ１２～Ｃ１５－安息香酸アルキル）
、およびＦｉｎｓｏｌｖ（登録商標）ＥＢ（安息香酸エチルヘキシル）である。
【００４３】
　本発明によると好ましい油性物質のさらなる一群は、全体として１２～３６個の炭素原
子、とりわけ１２～２４個の炭素原子を有するジアルキルエーテル、例えば、ジ－ｎ－オ
クチルエーテル（Ｃｅｔｉｏｌ（登録商標）ＯＥ）、ジ－ｎ－ノニルエーテル、ジ－ｎ－
デシルエーテル、ジ－ｎ－ウンデシルエーテル、ジ－ｎ－ドデシルエーテル、ｎ－ヘキシ
ル－ｎ－オクチルエーテル、ｎ－オクチル－ｎ－デシルエーテル、ｎ－デシル－ｎ－ウン
デシルエーテル、ｎ－ウンデシル－ｎ－ドデシルエーテル、およびｎ－ヘキシル－ｎ－ウ
ンデシルエーテル、ジ－３－エチルデシルエーテル、ｔｅｒｔ．－ブチル－ｎ－オクチル
エーテル、イソ－ペンチル－ｎ－オクチルエーテル、および２－メチルペンチル－ｎ－オ
クチルエーテル、ならびにジ－ｔｅｒｔ．－ブチルエーテル、およびジ－イソ－ペンチル
エーテルである。
【００４４】
　同じく考慮に値するのは、６～３０個の炭素原子を有する、分岐した飽和または不飽和
の脂肪アルコール、例えば、イソステアリルアルコール、およびゲルべアルコールである
。
【００４５】
　本発明によると好ましい油性物質のさらなる一群は、直鎖または分岐Ｃ２～Ｃ１０－ア
ルカノールのジカルボン酸エステル、例えば、アジピン酸ジ－ｎ－ブチル（Ｃｅｔｉｏｌ
（登録商標）Ｂ）、アジピン酸ジ－（２－エチルヘキシル）、およびコハク酸ジ－（２－
エチルヘキシル）、ならびにジオールエステル、例えば、ジオレイン酸エチレングリコー
ル、ジイソトリデカン酸エチレングリコール、プロピレングリコール－ジ－（２－エチル
ヘキサノエート）、ジイソステアリン酸プロピレングリコール、ジぺラルゴン酸プロピレ
ングリコール、ジイソステアリン酸ブタンジオール、およびジカプリル酸ネオペンチルグ
リコール、ならびに酢酸ジイソトリデシルである。
【００４６】
　同じく好ましい油性物質は、炭酸の、脂肪アルコールとの、対称、非対称、または環状
エステル、グリセロールカーボネート、またはジカプリリルカーボネート（Ｃｅｔｉｏｌ
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（登録商標）ＣＣ）である。
【００４７】
　本発明によると好ましい油性物質のさらなる一群は、不飽和Ｃ１２～Ｃ２２－脂肪酸の
二量体（二量体脂肪酸）の、一価の直鎖、分岐もしくは環状Ｃ２～Ｃ１８－アルカノール
とのエステル、または多価の直鎖もしくは分岐Ｃ２～Ｃ６－アルカノールとのエステルで
ある。
【００４８】
　本発明によると好ましい油性物質のさらなる一群は、炭化水素油、例えば、直鎖または
分岐の、飽和または不飽和Ｃ７～Ｃ４０－炭素鎖を有するような炭化水素油、例えば、ワ
セリン、ドデカン、イソドデカン、コレステロール、ラノリン、合成炭化水素、例えば、
ポリオレフィン、とりわけポリイソブテン、水素化ポリイソブテン、ポリデカン、ならび
にヘキサデカン、イソヘキサデカン、パラフィン油、イソパラフィン油、例えば、Ｐｅｒ
ｍｅｔｈｙｌ（登録商標）シリーズの市販製品、スクワラン、スクアレン、および脂環式
炭化水素、例えば、市販製品１，３－ジ－（２－エチル－ヘキシル）－シクロヘキサン（
Ｃｅｔｉｏｌ（登録商標）Ｓ）、オゾケライト、およびセレシンである。
【００４９】
　（Ｅ）
　好ましい一実施形態の枠内では、本発明による組成物が、成分（Ｅ）として、少なくと
も１つの、式（ＩＩ）のアシルイセチオン酸塩を含み、
　　　　　　Ｒ－ＣＯ－Ｏ－ＣＨＲ１－ＣＨＲ２－ＳＯ３Ｘ　　　（ＩＩ）
式中、
Ｒは、Ｃ８～Ｃ１８－脂肪酸のアルキル残基を意味し、
Ｒ１およびＲ２は、互いに独立にＨまたはＣＨ３、好ましくはＨを意味し、
Ｘは、陽イオン、好ましくはアルカリ金属陽イオン、とりわけＮａである。
【００５０】
　これに含まれるのは、Ｃ８～Ｃ１８－アシル残基を有するアシルイセチオン酸塩および
メチルアシルイセチオン酸塩、ならびにそれらの混合物、好ましくはそれらのナトリウム
塩である。ココイルイセチオン酸ナトリウムおよびラウロイルイセチオン酸ナトリウムが
特に好ましい。
【００５１】
　成分（Ｅ）も含有する組成物は、特に良好な安定性を示す。
【００５２】
　（Ｆ）
　好ましい一実施形態の枠内では、本発明による組成物が、成分（Ｆ）として、少なくと
も１つの陰イオンスルホン化界面活性剤を含む。
【００５３】
　好ましい一実施形態では、成分Ｆが、一般式（ＩＩＩ）
　　　　　　　　　　　　Ｒ１ＳＯ３

－Ｍ＋　　　（ＩＩＩ）
（式中、
Ｒ１は、アルキル、シクロアルキル、アラルキル、アリール、アルコキシ、アルコキシア
ルキル、およびヘテロシクリルを意味し、
Ｍ＋は、アルカリ金属イオン、アルカリ土類金属イオン、または置換もしくは非置換アン
モニウムイオンである）、あるいは一般式（ＩＶ）
　　　　　　　　　　　　Ｒ１ＳＯ４

－Ｍ＋　　　　（ＩＶ）
（式中、
Ｒ１は、アルキル、シクロアルキル、アラルキル、アリール、アルコキシ、アルコキシア
ルキル、およびヘテロシクリルを意味し、
Ｍ＋は、アルカリ金属イオン、アルカリ土類金属イオン、または置換もしくは非置換アン
モニウムイオンである）
の１つまたは複数の化合物から選択される。
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【００５４】
　「アルキル」とは、直鎖または分岐であってよく、鎖中に１～２０個の炭素原子を含み
得る飽和脂肪族炭化水素基を意味する。好ましいアルキル基は、直鎖または分岐でもよく
、鎖中に１～１０個までの炭素原子を有し得る。分岐とは、メチル、エチルまたはプロピ
ルといった低級アルキル基が直鎖アルキル鎖に付加されていることを意味する。アルキル
は、例えば、メチル、エチル、１－プロピル、２－プロピル、１－ブチル、２－ブチル、
２－メチル－１－プロピル（イソブチル）、２－メチル－２－プロピル（ｔｅｒｔ．－ブ
チル）、１－ペンチル、２－ペンチル、３－ペンチル、２－メチル－１－ブチル、３－メ
チル－１－ブチル、２－メチル－２－ブチル、３－メチル－２－ブチル、２，２－ジメチ
ル－１－プロピル、１－ヘキシル、２－ヘキシル、３－ヘキシル、２－メチル－１－ペン
チル、３－メチル－１－ペンチル、４－メチル－１－ペンチル、２－メチル－２－ペンチ
ル、３－メチル－２－ペンチル、４－メチル－２－ペンチル、２－メチル－３－ペンチル
、３－メチル－３－ペンチル、２，２－ジメチル－１－ブチル、２，３－ジメチル－１－
ブチル、３，３－ジメチル－１－ブチル、２－エチル－１－ブチル、２，３－ジメチル－
２－ブチル、３，３－ジメチル－２－ブチル、１－へプチル、１－オクチル、１－ノニル
、１－デシル、１－ウンデシル、１－ドデシル、１－テトラデシル、１－ヘキサデシル、
および１－オクタデシルである。
【００５５】
　「シクロアルキル」とは、環中に３～１０個の炭素原子を有する脂肪族環を意味する。
好ましいシクロアルキル基は、４～７個の炭素原子を環中に有する。
【００５６】
　「アリール」とは、フェニルまたはナフチルを意味する。
【００５７】
　「アラルキル」とは、アリール残基で置換されているアルキル基を意味する。
【００５８】
　「置換アラルキル」および「置換アリール」とは、アリール基、またはアラルキル基の
アリール基が、アルキル、アルコキシ、ニトロ、カルボアルコキシ、シアノ、ハロ、アル
キルメルカプチル、トリハロアルキル、またはカルボキシアルキルから選択される１つま
たは複数の置換基で置換されていることを意味する。
【００５９】
　「アルコキシ」とは、その中の「アルキル」が前記の意味をもつアルキル－Ｏ－基を意
味する。低級アルコキシ基が好ましい。その例は、メトキシ、エトキシ、ｎ－プロポキシ
、ｉ－プロポキシ、およびｎ－ブトキシである。
【００６０】
　「低級アルキル」とは、１～７個の炭素原子を有するアルキル基を意味する。「アルコ
キシアルキル」とは、前記のようなアルコキシ基で置換されている、前記のようなアルキ
ル基を意味する。それゆえ、アルコキシアルキルという用語は、ポリエーテルと理解でき
る。
【００６１】
　「ヘテロシクリル」とは、１つまたは複数の環原子が炭素とは異なる、例えば、Ｎ、Ｏ
またはＳである、４～１０員環の環構造を意味する。ヘテロシクリルは、芳香族であって
もまたは非芳香族であってもよく、つまり、飽和、部分不飽和、または完全不飽和であっ
てもよい。
【００６２】
　好ましい一実施形態の枠内では、成分Ａの陰イオン界面活性剤が、アルキル硫酸塩また
はアルキルエーテル硫酸塩である。ラウリル硫酸ナトリウム、ラウレス硫酸ナトリウム（
１または２ＥＯ単位）またはそれらの混合物が、特に好ましい。
【００６３】
　好ましいさらなる一実施形態では、本発明による組成物が成分（Ｆ）を含有しない。
【００６４】
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　（Ｇ）
　好ましい一実施形態の枠内では、本発明による組成物が、少なくとも１つのアルキルベ
タイン、および／または少なくとも１つのアルキルアミドベタインを成分（Ｇ）として含
む。
【００６５】
　適したアルキルベタインの例は、式（Ｖ）
【００６６】
【化２】

　（式中、
Ｒ２は、６～２２個の炭素原子を有するアルキル残基および／またはアルケニル残基を、
Ｒ３は水素、または１～４個の炭素原子を有するアルキル残基を、Ｒ４は水素、または１
～４個の炭素原子を有するアルキル残基を、
ｎは、１～６の数値を、ならびに
Ｚは、アルカリ金属および／またはアルカリ土類金属またはアンモニウムを意味する）
の第二級アミン、およびとりわけ第三級アミンのカルボキシアルキル化生成物である。
【００６７】
　典型的な例は、ヘキシルメチルアミン、ヘキシルジメチルアミン、オクチルジメチルア
ミン、デシルジメチルアミン、ドデシルメチルアミン、ドデシルジメチルアミン、ドデシ
ルエチルメチルアミン、Ｃ１２／１４－ココスアルキルジメチルアミン、ミリスチルジメ
チルアミン、セチルジメチルアミン、ステアリルジメチルアミン、ステアリルエチルメチ
ルアミン、オレイルジメチルアミン、Ｃ１６～Ｃ１８－牛脂アルキルジメチルアミンのカ
ルボキシメチル化生成物、およびそれらの工業的混合物である。
【００６８】
　適したアルキルアミドベタインの例は、アミドアミンのカルボキシアルキル化生成物で
ある。式（ＶＩ）
【００６９】

【化３】

　（式中、Ｒ５は、直鎖もしくは分岐の飽和Ｃ７～Ｃ２１アルキル基、または直鎖もしく
は分岐の、モノもしくはポリ不飽和Ｃ７～Ｃ２１アルケニル基である）のアミドプロピル
ベタインがとりわけ適している。
【００７０】
　好ましいベタイン界面活性剤は、ココアミドプロピルベタイン（Ｒ５ＣＯがヤシ油の脂
肪酸残基である、鎖長Ｃ８～Ｃ１８）のようなアミドプロピルベタイン、およびココベタ
イン（Ｒ２がヤシ油のアルキル残基である、鎖長Ｃ８～Ｃ１８）またはラウリルベタイン
（Ｒ２が、鎖長Ｃ１２およびＣ１４のアルキル残基である）のようなアルキルベタインで
ある。
【００７１】
　（Ｈ）
　好ましい一実施形態の枠内では、本発明による組成物が、好ましくは、保存料、香料、
染料、成分Ａ～Ｇの定義に入らない他の界面活性剤、溶媒、カチオン性ポリマー、被膜形
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成剤、増粘剤およびゲル化剤、過脂剤、抗菌活性物質および生体活性物質、保湿剤、安定
剤、酸、アルカリ液、活性増強剤（Ｗｉｒｋｖｅｒｓｔａｅｒｋｅｒｎ）、ならびにそれ
らの混合物からなる群からの１つまたは複数の添加剤を、好ましくは０．１～１０．０重
量％、特に好ましくは３．０～１５．０重量％、とりわけ５．０～１０．０重量％の量で
含有する。
【００７２】
　保存料として適しているのは、欧州化粧品法令の該当補遺中に列挙されている全保存料
、例えば、フェノキシエタノール、ベンジルアルコール、パラベン、安息香酸、およびソ
ルビン酸であり、例えば、１，３－ビス（ヒドロキシメチル）－５，５－ジメチルイミダ
ゾリジン－２，４－ジオン（Ｎｉｐａｇｕａｒｄ（登録商標）ＤＭＤＭＨ）、ピロクトン
オラミン、メチルイソチアゾリノン、またはそれらの混合物、好ましくはピロクトンオラ
ミンおよび／またはメチルイソチアゾリノンが特に良好に適している。
【００７３】
　香料もしくは芳香物質または油としては、個々の香料化合物、例えば、エステル、エー
テル、アルデヒド、ケトン、アルコール、および炭化水素型の合成生成物を使用できる。
エステル型の香料化合物は、例えば、酢酸ベンジル、イソ酪酸フェノキシエチル、酢酸ｐ
－ｔｅｒｔ．－ブチルシクロヘキシル、酢酸リナリル、酢酸ジメチルベンジルカルビニル
、酢酸フェニルエチル、安息香酸リナリル、ギ酸ベンジル、エチルメチルフェニルグリシ
ネート、プロピオン酸アリルシクロヘキシル、プロピオン酸スチラリル、およびサリチル
酸ベンジルである。エーテルに含まれるのは、例えば、ベンジルエチルエーテル、アルデ
ヒドに含まれるのは、例えば、８～１８個のＣ原子を有する直鎖アルカナール、シトラー
ル、シトロネラール、シトロネリルオキシアセトアルデヒド、シクラメンアルデヒド、ヒ
ドロキシシトロネラール、リリアール、およびボージュナール（Ｂｏｕｒｇｅｏｎａｌ）
、ケトンに含まれるのは、例えば、イオノン、α－イソメチルイオノン、およびメチル－
セドリルケトン、アルコールに含まれるのは、アネトール、シトロネロール、オイゲノー
ル、ゲラニオン、リナロール、フェニルエチルアルコール、およびテルピネオール、炭化
水素に数えられるのは、主にテルペンおよびバルサムである。好ましくは、合わせて心地
よい香りを生じる様々な香料の混合物を使用する。
【００７４】
　香油は、例えば、松根油、柑橘油、ジャスミン油、ユリ油、ローズ油、またはイランイ
ラン油など、植物由来または動物由来で入手可能であるような天然香料混合物を含有する
ことも可能である。たいていの場合は香気成分として使用される、揮発性の低い精油、例
えば、セージ油、カモミール油、チョウジ油、メリッサ油、ハッカ油、シナモンリーフ油
、ボダイジュ花油、セイヨウネズ油、べチベル油、オリバナム油、ガルバナム油、および
ラダナム油も香油として適している。
【００７５】
　染料としては、原理的には、化粧品用途に承認されている全染料が適しており、これら
は、欧州化粧品法令の対応する補遺に列挙されている。
【００７６】
　（Ａ）～（Ｇ）の定義に入らないさらなる界面活性剤には、原理的には、化粧品に適し
た、すべての陰イオン、陽イオン、または両性の界面活性剤がなり得る。以下が好ましい
。
【００７７】
　エトキシ化脂肪アルコールおよびプロポキシ化脂肪アルコール、エトキシ化トリグリセ
リドおよびプロポキシ化トリグリセリド、例えば、ＰＥＧ－４０水添ヒマシ油、または脂
肪酸エステル、エーテルカルボン酸塩、アルキルポリグリコシド、オレフィンスルホン酸
塩、ｓｅｃ．アルキルスルホン酸塩、およびタウリン塩。
【００７８】
　本発明の枠内での溶媒と理解されるのは、好ましくはプロトン性溶媒、例えば、水、Ｃ

１～Ｃ８－アルコール、とりわけＣ１～Ｃ６－アルコール、エチレングリコール、ジエチ
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レングリコール、トリエチレングリコール、またはそれらの混合物であって、ただし、と
りわけ水および／もしくはエタノール、または水および／もしくはメタノールが好ましい
。Ｃ１～Ｃ６－アルコールのうち、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ｎ－ブ
タノール、またはｓｅｃ．－ブタノールが好ましい。
【００７９】
　カチオン性ポリマーとして適しているのは、ＩＮＣＩ名「ポリクオタニウム」で公知の
、とりわけポリクオタニウム－３１、ポリクオタニウム－１６、ポリクオタニウム－２４
、ポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－２２、ポリクオタニウム－３９、ポリクオ
タニウム－２８、ポリクオタニウム－２、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム－
１１、ならびにポリクオタニウム－３７＆ミネラルオイル＆ＰＰＧトリデセス（Ｓａｌｃ
ａｒｅ　ＳＣ９５）、ＰＶＰ－ジメチルアミノエチルメタクリレートコポリマー、グアー
ヒドロキシプロピルトリアンモニウムクロリド、ならびにアルギン酸カルシウムおよびア
ルギン酸アンモニウムである。さらに、使用可能であるのは、カチオン性セルロース誘導
体、カチオン性デンプン、ジアリルアンモニウム塩の、アシルアミドとのコポリマー、四
級化ビニルピロリドン／ビニルイミダゾールポリマー、ポリグリコールの、アミンとの縮
合生成物、四級化コラーゲンポリペプチド、四級化小麦ポリペプチド、ポリエチレンイミ
ン、カチオン性シリコーンポリマー、例えば、アミドメチコン、アジピン酸の、ジメチル
アミノヒドロキシプロピルジエチレントリアミンとのコポリマー、ポリアミノポリアミド
、およびカチオン性キチン誘導体、例えばキトサンである。
【００８０】
　さらに、本発明による組成物は、使用目的に応じて、フェニルベンズイミダゾールスル
ホン酸の塩、水溶性ポリウレタン、例えば、Ｃ１０－ポリカルバミルポリグリセリルエス
テル、ポリビニルアルコール、ＰＶＰ／ヘキサンデセンまたはＰＶＰ／エイコセンコポリ
マーのようなポリビニルピロリドンコポリマー、例えば、ビニルピロリドン／酢酸ビニル
コポリマー、水溶性アクリル酸ポリマー／コポリマーまたはそれらのエステルもしくは塩
、例えば、アクリル／メタクリル酸と脂肪アルコールのポリエチレングリコールエーテル
との部分エステルコポリマー、例えば、アクリレート／ステアレス－２０－メタクリレー
トコポリマー、水溶性セルロース、例えば、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキシエ
チルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、水溶性クオタニウム、ポリクオタニウ
ム、カルボキシビニル－ポリマー、例えば、カルボマーおよびその塩、多糖類、例えば、
ポリデキストロースおよびグルカン、例えば市販名Ａｒｉｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標）Ａ
６０（Ｃｌａｒｉａｎｔ）で入手可能な酢酸ビニル／クロトネート、ならびに、例えば市
販名Ｄｉａｆｏｒｍｅｒ　Ｚ－７１１、７１２、７３１、７５１で入手可能な代表物質、
アミンオキシドポリマーから選択される被膜形成剤を含有してもよい。
【００８１】
　組成物の望みの粘度は、増粘剤およびゲル化剤の添加によって調整（上昇または低下）
可能である。考慮に値するのは、好ましくは、セルロースエーテルおよび他のセルロース
誘導体（例えば、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース）、ゼラチ
ン、デンプンおよびデンプン誘導体、例えば、ヒドロキシプロピルデンプンリン酸または
ヒドロキシプロピルデンプンリン酸ナトリウム、アルギン酸ナトリウム、脂肪酸ポリエチ
レングリコールエステル、寒天、トラガント、またはデキストリン誘導体、とりわけデキ
ストリンエステルである。さらに、脂肪酸アミド、脂肪酸アルカノールアミド、ジベンザ
ルソルビトール、ならびにアルコール可溶性のポリアミドおよびポリアクリルアミド、ま
たはそれらの混合物が適している。さらに、架橋および非架橋ポリアクリレート、例えば
、カルボマー、ポリアクリル酸ナトリウム、またはスルホン酸含有ポリマー、例えばアク
リロイルジメチルタウリンアンモニウム／ＶＰコポリマーが使用可能である。
【００８２】
　過脂剤としては、好ましくは、ラノリンおよびレシチン、非エトキシ化およびポリエト
キシ化またはアシル化されたラノリン誘導体およびレシチン誘導体、ポリオール脂肪酸エ
ステル、モノグリセリド、ジグリセリド、およびトリグリセリド、ならびに／または脂肪
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酸アルカノールアミド、ならびにエトキシ化トリグリセリド、例えば、ヤシ油脂肪酸ＰＥ
Ｇ－７グリセリル、またはオレイン酸グリセリルとアルキルポリグルコシドとからなる混
合物が使用可能である。
【００８３】
　抗菌活性物質のうち、塩化セチルトリメチルアンモニウム、塩化セチルピリジニウム、
塩化ベンゼトニウム、塩化ジイソブチルエトキシエチルジメチルベンジルアンモニウム、
Ｎ－ラウリルサルコシン酸ナトリウム、Ｎ－パルメチルサルコシン酸ナトリウム、ラウロ
イルサルコシン、Ｎ－ミリストイルグリシン、Ｎ－ラウリルサルコシンカリウム、塩化ト
リメチルアンモニウム、ナトリウムアルミニウムクロロヒドロキシラクテート、クエン酸
トリエチル、塩化トリセチルメチルアンモニウム、２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒ
ドロキシジフェニルエーテル（トリクロサン）、フェノキシエタノール、１，５－ペンタ
ンジオール、１，６－ヘキサンジオール、３，４，４’－トリクロロカルバニリド（トリ
クロカルバン）、ジアミノアルキルアミド、例えば、Ｌ－リジンヘキサデシルアミド、ク
エン酸の重金属塩、サリチル酸塩、ピロクトース、とりわけ亜鉛塩、ピリチオンおよびそ
れらの重金属塩、とりわけ亜鉛ピリチオン、フェノール硫酸亜鉛、ファルネソール、ケト
コナゾール、オキシコナゾール、ビホナゾール、ブトコナゾール、クロコナゾール、クロ
トリマゾール、エコナゾール、エニルコナゾール、フェンチコナゾール、イソコナゾール
、ミコナゾール、スルコナゾール、チオコナゾール、フルコナゾール、イトラコナゾール
、テルコナゾール、ナフチフィンおよびテルビナフィン、二硫化セレンおよびオクトピロ
ックス、カルバミン酸ヨードプロピニルブチル、メチルクロロイソチアゾリノン、メチル
イソチアゾリノン、メチルジブロモグルタロニトリル、ＡｇＣｌ、クロロキシレノール、
スルホコハク酸ジエチルヘキシルのＮａ塩、安息香酸ナトリウム、ならびにフェノキシエ
タノール、ベンジルアルコール、フェノキシイソプロパノール、パラベン、好ましくはブ
チルパラベン、エチルパラベン、メチルパラベンおよびプロピルパラベン、ならびにそれ
らのＮａ塩、ペンタンジオール、１，２－オクタンジオール、２－ブロモ－２－ニトロプ
ロパン－１，３－ジオール、エチルヘキシルグリセロール、ベンジルアルコール、ソルビ
ン酸、安息香酸、乳酸、イミダゾリジニル尿素、ジアゾリジニル尿素、ジメチロールジメ
チルヒダントイン（ＤＭＤＭＨ）、ヒドロキシメチルグリシネートのＮａ塩、ソルビン酸
のヒドロキシエチルグリシン、およびこれらの活性物質の組み合わせを使用する。
【００８４】
　本発明による組成物は、さらに、例えば、アロエベラのような植物エキス、ならびに局
所麻酔剤、抗生物質、消炎剤、抗アレルギー物質、コルチコステロイド、皮脂抑制剤（Ｓ
ｅｂｏｓｔａｔｉｋａ）、Ｂｉｓａｂｏｌｏｌ（登録商標）、Ａｌｌａｎｔｏｉｎ（登録
商標）、Ｐｈｙｔａｎｔｒｉｏｌ（登録商標）、タンパク質、ナイアシン、ビオチン、ビ
タミンＢ２、ビタミンＢ３、ビタミンＢ６、ビタミンＢ３誘導体（塩、酸、エステル、ア
ミド、アルコール）、ビタミンＣおよびビタミンＣ誘導体（塩、酸、エステル、アミド、
アルコール）、好ましくはアスコルビン酸の一リン酸エステルのナトリウム塩またはアス
コルビン酸のリン酸エステルのマグネシウム塩としてのビタミンＣ誘導体、トコフェロー
ルおよび酢酸トコフェロール、ならびにビタミンＥおよび／またはそれらの誘導体から選
択されるビタミン、から選択される生体活性物質を含有してもよい。
【００８５】
　保湿物質としては、例えば、パルミチン酸イソプロピル、グリセロール、ジグリセロー
ル、および／またはソルビトールが使用可能である。グリセロールが特に好ましい。
【００８６】
　ｐＨ調整用の酸またはアルカリ液としては、好ましくは鉱酸、とりわけＨＣｌ、無機塩
基、とりわけＮａＯＨもしくはＫＯＨ、または有機酸、とりわけ乳酸を使用する。
【００８７】
　活性増強剤としては、好ましくはカプリル酸ソルビタンを使用できる。
【００８８】
　好ましい一実施形態の枠内では、組成物が、アルキル硫酸塩および／またはアルキルエ
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ーテル硫酸塩を含まない。その際、含まないとは、組成物が、アルキル硫酸塩および／ま
たはアルキルエーテル硫酸塩を、組成物の総量に対して３重量％未満、好ましくは０．５
重量％未満含有する、とりわけ全く含有しないことを意味する。
【００８９】
　好ましい一実施形態の枠内では、本発明による組成物が、化粧品用、皮膚科学用、また
は医薬用組成物である。
【００９０】
　本発明のもう１つの主題は、本発明による組成物の、シャンプー、洗顔料、液体クレン
ザー、シャワージェル（Ｄｕｓｃｈｂａｄ）としての使用である。
【００９１】
　本発明のもう１つの主題は、皮膚を処置またはケアするための、本発明による組成物の
使用である。
【００９２】
　本発明のもう１つの主題は、毛髪を処置またはケアするための、本発明による組成物の
使用である。
【００９３】
　本発明を以下の例によりより詳細に説明する。
【実施例】
【００９４】
　製造例Ｈ１およびＨ２
　以下に記載するＮ－アシル－Ｎ－メチル－グルカミンを、ＥＰ０５５０６３７（特許文
献５）に従って、対応する脂肪酸メチルエステルおよびＮ－メチルグルカミンから、溶媒
としての１，２プロピレングリコールの存在下に製造し、活性物質および１，２プロピレ
ングリコールからなる固体として得た。
【００９５】
【表１】

【００９６】
　Ｃ１２／Ｃ１８とは、メチルエステルがラウリン酸メチルエステル（Ｃ１２－アシル残
基）、ミリスチン酸メチルエステル（Ｃ１４－アシル残基）、パルミチン酸メチルエステ
ル（Ｃ１６－アシル残基）、ステアリン酸メチルエステル（Ｃ１８－アシル残基）、およ
びオレイン酸メチルエステル（Ｃ１８－アシル残基）からの混合物からなることを意味す
る（比率６４：２１：２：３：１０）。Ｃ１６／Ｃ１８とは、メチルエステルがパルミチ
ン酸メチルエステル（Ｃ１６－アシル残基）およびステアリン酸メチルエステル（Ｃ１８

－アシル残基）からの混合物からなることを意味する（比率３０：７０）。
【００９７】
　ブルックフィールド粘度計ＤＶ　ＩＩ型、スピンドルセットＲＶからのスピンドルを用
いて、２０回転／分および２０℃において粘度を測定する。スピンドルセットＲＶからの
スピンドル１～７を使用する。この測定条件下では、最大限５００ｍＰａ・ｓの粘度用に
スピンドル１を、最大限１０００ｍＰａ・ｓの粘度用にスピンドル２を、最大限５０００
ｍＰａ・ｓの粘度用にスピンドル３を、最大限１００００ｍＰａ・ｓの粘度用にスピンド
ル４を、最大限２００００ｍＰａ・ｓの粘度用にスピンドル５を、最大限５００００ｍＰ
ａ・ｓの粘度用にスピンドル６を、そして最大限２０００００ｍＰａ・ｓの粘度用にスピ
ンドル７を選択する。
【００９８】
　以下の試験調合物では、製造例Ｈ１およびＨ２に基づくＮ－アシル－メチルグルカミン
を添加した、および添加していない、油含有クリームシャワージェルを、Ｎ－アシル－メ



(17) JP 2016-517852 A 2016.6.20

チルグルカミンを含まない調合物と比較して試験した。それぞれの使用量は、成分の活性
含有率に対するもので、つまり製造例Ｈ１の２．０％は、反応生成物の実際の使用量２．
２７％に対応する。
【００９９】
　その際、油性物質および脂肪酸のほかに、アミノ酸界面活性剤（Ｎａ－ココイルグリシ
ネート）およびＮ－アシル－メチルグルカミンが同時に存在すると、安定なエマルション
が生じることが分かる（本発明による調合物、例１～４）。
【０１００】
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【表２】

【０１０１】
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　行われた実験は、組成物中にグリシネート界面活性剤とグルカミド界面活性剤とが同時
に含有されていると、安定なエマルションが得られることも示す。それに対して、グルカ
ミドの存在下に、グリシネート界面活性剤をラウリルエーテル硫酸ナトリウムで代替する
と、安定なエマルションは見られない。
【０１０２】
　さらなる例では、使用時に良好なレオロジー挙動を得るために、油含有シャワージェル
にヒドロキシプロピルデンプンホスフェートを加えて増粘させた。
【０１０３】
【表３】

【０１０４】
　比較例１１および例５から分かるように、成分Ｂ（製造例１）の添加は、増粘剤濃度（
ヒドロキシプロピルデンプンホスフェート）が一定の場合に、２０℃および４０℃におい
てより高い粘度をもたらす。これは望ましい効果であるが、なぜなら、一方では目標粘度
に達成するためにより少量のポリマーが必要とされ、他方では４０℃でのより良好な粘度
プロファイルによってより保存安定性のエマルションが得られるからである。
【手続補正書】
【提出日】平成27年2月19日(2015.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）成分Ａとして少なくとも１種のＮ－アシルアミノ酸界面活性剤、ここで、成分Ａは
少なくとも１種のＣ８～Ｃ２２－アシル化アミノ酸からなり、アシルグリシネート、アシ
ルアスパルテート、アシルグルタメート、アシルサルコシネート、それらの塩およびそれ
らの混合物からなる群から選択される、
（Ｂ）成分Ｂとして少なくとも１種のＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミン、
（Ｃ）成分Ｃとして少なくとも１種のＣ８～Ｃ２２脂肪酸または脂肪酸塩、
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（Ｄ）成分Ｄとして少なくとも１種の油性物質、
（Ｅ）任意選択で、成分Ｅとして少なくとも１種のアシルイセチオン酸塩、
（Ｆ）任意選択で、成分Ｆとして少なくとも１種の陰イオンスルホン化界面活性剤、
（Ｇ）任意選択で、成分Ｇとして少なくとも１種のベタイン界面活性剤、
（Ｈ）任意選択で、成分Ｈとして少なくとも１種の添加剤、および
（Ｉ）水
を含有する組成物。
【請求項２】
（Ａ）成分Ａとして少なくとも１種のＮ－アシルアミノ酸界面活性剤、ここで、成分Ａは
少なくとも１種のＣ８～Ｃ２２－アシル化アミノ酸からなり、アシルグリシネート、アシ
ルアスパルテート、アシルグルタメート、アシルサルコシネート、それらの塩およびそれ
らの混合物からなる群から選択される、
（Ｂ）成分Ｂとして少なくとも１種のＮ－メチル－Ｎ－アシルグルカミン、
（Ｃ）成分Ｃとして少なくとも１種のＣ１２～Ｃ２２脂肪酸または脂肪酸塩、
（Ｄ）成分Ｄとして少なくとも１種の油性物質、
（Ｅ）成分Ｅとして少なくとも１種のアシルイセチオン酸塩、
（Ｆ）任意選択で、成分Ｆとして少なくとも１種の陰イオンスルホン化界面活性剤、
（Ｇ）任意選択で、成分Ｇとして少なくとも１種のベタイン界面活性剤、
（Ｈ）任意選択で、成分Ｈとして少なくとも１種の添加剤、および
（Ｉ）水
を含有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
（Ａ）１～１０重量％の成分Ａ、
（Ｂ）０．５～１０重量％の成分Ｂ、
（Ｃ）０．５～５．０重量％の成分Ｃ、
（Ｄ）０．５～８．０重量％の成分Ｄ、
（Ｅ）０～５．０重量％の成分Ｅ、
（Ｆ）０～１０重量％の成分Ｆ、
（Ｇ）０～５重量％の成分Ｇ、
（Ｈ）０～１５重量％の１種または複数種の添加剤Ｈ、および
（Ｉ）７４～９８重量％の水、
からなり、成分Ａ～Ｉの合計が１００重量％である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
（Ａ）１～１０重量％の成分Ａ、
（Ｂ）０．５～１０重量％の成分Ｂ、
（Ｃ）０．５～５．０重量％の成分Ｃ、
（Ｄ）０．５～８．０重量％の成分Ｄ、
（Ｅ）０．５～５．０重量％までの成分Ｅ、
（Ｆ）０～１０重量％の成分Ｆ、
（Ｇ）０～５重量％の成分Ｇ、
（Ｈ）０～１５重量％の１種または複数種の添加剤Ｈ、および
（Ｉ）７４～９７．５重量％の水、
からなり、成分Ａ～Ｉの合計が１００重量％である、請求項２に記載の組成物。
【請求項５】
（Ａ）１～６．０重量％の成分Ａ、
（Ｂ）１～５．０重量％の成分Ｂ、
（Ｃ）１～４．０重量％の成分Ｃ、
（Ｄ）１～５．０重量％の成分Ｄ、
（Ｅ）０．５～２．０重量％までの成分Ｅ、
（Ｆ）１～５重量％の成分Ｆ、
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（Ｇ）０．５～３重量％の成分Ｇ、
（Ｈ）５～１０重量％の１種または複数種の添加剤Ｈ、
（Ｉ）４０～８９重量％の水、
からなり、成分Ａ～Ｉの合計が１００重量％である、請求項１～４のいずれか一つに記載
の組成物。
【請求項６】
成分Ａが、アシルグリシネート、その塩およびそれらの混合物からなる群から選択される
ことを特徴とする、請求項１～５のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項７】
成分Ｂが、１種または複数種のＣ８～Ｃ２２Ｎ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンからなる
ことを特徴とする、請求項１～６のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項８】
成分Ｂが、少なくとも１種のＣ１２～Ｃ１８Ｎ－メチル－Ｎ－アシルグルカミンからなる
ことを特徴とする、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
成分Ｃが、ラウリン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、それらの塩またはそれらの混合物
からなることを特徴とする、請求項１～８のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項１０】
成分Ｄが、トリグリセリド油、エステル油、炭化水素油およびシリコーン油の群からの１
種の油性物質、またはその群からの油性物質の混合物からなることを特徴とする、請求項
１～９のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項１１】
成分Ｄが、トリグリセリド油の群からの１種の油性物質、またはその群からの油性物質の
混合物からなることを特徴とする、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
成分Ｅが含有されており、ラウロイルイセチオン酸ナトリウム、ココイルイセチオン酸ナ
トリウムまたはそれらの混合物からなることを特徴とする、請求項１～１１のいずれか一
つに記載の組成物。
【請求項１３】
成分Ｆが含有されており、ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ミレス硫酸ナトリウム、ラ
ウリル硫酸ナトリウム、ココイル硫酸ナトリウムまたはそれらの混合物からなることを特
徴とする、請求項１～１２のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項１４】
組成物が成分Ｆを含まないことを特徴とする、請求項１～１２のいずれか一つに記載の組
成物。
【請求項１５】
成分Ｇが含有されており、コカミドプロピルベタイン、ラウラミドプロピルベタイン、コ
コベタインまたはそれらの混合物からなることを特徴とする、請求項１～１４のいずれか
一つに記載の組成物。
【請求項１６】
保存料、香料、染料、成分Ａ～Ｇの定義に入らない他の界面活性剤、カチオン性ポリマー
、被膜形成剤、増粘剤およびゲル化剤、過脂剤、抗菌活性物質および生体活性物質、保湿
剤、安定剤、酸、アルカリ液ならびに活性増強剤（Ｗｉｒｋｖｅｒｓｔａｅｒｋｅｒｎ）
からなる群から選択される１種または複数種の添加剤（Ｈ）が含有されていることを特徴
とする、請求項１～１５のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項１７】
成分Ａ～Ｈの合計が１０～３０重量％であることを特徴とする、請求項１～１６のいずれ
か一つに記載の組成物。
【請求項１８】
組成物が、化粧品用、皮膚科学用または医薬用組成物であることを特徴とする、請求項１



(22) JP 2016-517852 A 2016.6.20

～１７のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項１９】
請求項１～１８のいずれか一つに記載の組成物の、シャンプー、洗顔料、シャワージェル
（Ｄｕｓｃｈｂａｄ）またはシャワークリームとしての使用。
【請求項２０】
請求項１～１８のいずれか一つに記載の組成物の、皮膚、毛髪あるいは皮膚および毛髪を
処置またはケアするための使用。
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【国際調査報告】
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